
█ 基本的な考え方
　OKIグループはモノづくりの基盤を支えるため、工場間の連携を強化し、グループ横串での生産・調達活動により効率の最大

化・QCDの最適化を目指しています。調達活動においては、ステークホルダーの声に応える持続可能な企業活動にはお取引先の

協力が不可欠との認識に立ち、信頼関係の構築に努めるとともに、部材の安定調達とサプライチェーンにおけるサステナビリティ

の取り組みを推進します。

█ 体制
　OKIは、全社の生産工場と調達部門を統合した生産調達本部のもと、各生産拠点を有機的につないでコスト競争力の向上と

付加価値の最大化を図る「Oneファクトリー」構想により、グループ全体での強いモノづくりを目指しています。

　同本部は各生産拠点を統括するとともに実行機能を横串で俯瞰し、「止まらない工場」「魅力がある工場」「高付加価値商品」

をキーワードに、工場間の連携やスマート工場化を強化しています。

　同本部下の調達センターは、各工場・事業との連携を密にしながらグループ視点でサプライチェーンにおける課題に対応し、

責任ある調達活動を推進しています。

█ 新マテリアリティの取り組み

█ 部材の安定調達に向けた取り組み
　OKIは、「部材調達リスク」をグループ横串で管理すべき「共通リスク」と位置づけ、部材の安定調達に向けた取り組みを推進し

ています。子会社を含めた調達部門間の定期的なミーティングによりお取引先からの資材供給状況を速やかに共有するととも

に、グループ内での在庫融通、市場流通在庫品の探索、リードタイムの長期化に応じた早期発注、代替品の採用などの対策を実

施しています。また、事業継続の観点から災害発生時に適用する手順書を策定し、お取引先の製造拠点所在地の定期的な調査、

有事の連絡方法の改善などを継続的に実施しています。

責任ある調達活動

　2025年度は、レアアースやデュアルユース品目に関する輸出規制の動向を受け、お取引先への影響調査を実施のうえ、生産へ

の影響の最小化に取り組みました。

　また、2025年夏頃からのメモリー価格上昇傾向を捉えて、需給逼迫を見越しての長期的な必要分の確保を早期に進めました。

█ サステナブル調達の取り組み
　OKIはサプライチェーンにおける人権・労働・安全衛生・環境などのリスクを評価するため、「OKIグループサステナブル調達ガイ

ドライン」に基づくサステナブル調達の取り組みを推進しています。 

　2025年度からは、前年度に改定した同ガイドラインおよび自己調査票を用いた新たなお取引先調査を開始しました。グループ

の主要お取引先※約200社に対し3年計画で書面調査を実施するもので、 初年度は64社を対象に、説明会を実施のうえで自己

調査票への回答を依頼しました。あらかじめ定めた重要項目について課題が確認されたお取引先25社とは訪問・ヒアリングなど

を含む対話を行い、重大なリスクがないことを確認しました。 
※ グループ取引額上位80％を構成するお取引先

█ 責任ある鉱物調達の取り組み
　OKIはRMI（Responsible Minerals Initiative）加盟企業として、OECD（経済協力開発機構）の「紛争地域および高リスク地

域からの鉱物の責任あるサプライチェーンのためのデュー・ディリジェンス・ガイダンス」に則り、責任ある鉱物調達の取り組みを

推進しています。「OKIグループ資材調達方針」に「製品に含まれるタンタル、錫、タングステン、金、およびコバルトなどの鉱物が、

紛争地域および高リスク地域で深刻な人権侵害、環境破壊、汚職、紛争などを助長することがないよう、責任ある鉱物調達活動

に取り組む」ことを掲げ、お取引先に必要な調査・情報開示への協力を依頼するとともに、お客様からの要請などに基づく鉱物調

査を実施しています。

詳細は、以下Webサイトをご参照ください。
OKIグループ資材調達方針　https://www.oki.com/global/ja/sustainability/social/procure/policy/
OKIグループサステナブル調達ガイドライン　https://www.oki.com/global/ja/sustainability/assets_c/uploads/sustainableguide.pdf
パートナーシップ構築宣言　 https://www.oki.com/global/ja/sustainability/social/procure/supply/

詳細は、以下Webサイトをご参照ください。
https://www.oki.com/global/ja/sustainability/social/procure/ 

マテリアリティ 主な取り組みテーマ ありたい姿 今後の主な取り組み

持続的成長を支える
ガバナンス強化

�責任ある調達活動の 
推進

お取引先の協力を得て人権などのリスクを的確
に評価し、サプライチェーン全体で責任ある企
業行動を推進

重要お取引先（約200社）に2025～2027年度
の3年計画でサステナブル調達調査を実施

データセクション価値創造を支える基盤戦略解説マネジメントメッセージイントロダクション

42OKI レポート 2026

目次




